






Studies on Production of Highly-reduced
Briquettes from Powdered Iron Ore by Means of
High-pressure Briquetting following
High-temperature Reducing Firing in Succession
(6) : Consideration of Manufacturing
Conditions and Qualities of Reduced Briquettes
from Steelmaking Dust












Studies on Production of Highly-reduced Briquettes from Powdered 
Iron Ore by Means of High-pressure Briquetting following 
High帽temperatureReducing Firing in Succession (6) 
Consideration of Manufacturing Conditions and Qualities of 
R巴ducedBriquettes from St己εlmakingDust 
Akihiko Tanal王aand Hiroshi K乱tayama
Abstract 
For the purpose of manufacturing highly-reduced briquettes from steelmaking dust， we studied 
a most adequate manufacturing condition. 
Results are as follows : 
(1) Green briquettes manufactured are generally brittle because al particles of steelmakng dust 
are extremely fine 
(2) Even at a somewhat low temperature五ring，reduction proceeds most rapidly when steel-
making dust is used， and briquettes with high iron content and high degree of reduction are obtained. 
(3) Briquettes from this mat巴rialare also apt to cause small cracks and to pulverize 






















は表 1のとおりである。 粒度はとくに調査しなかったが同所で'f:t0.5μ 以下が大半を占める
と報告している。
表←1 転炉iダストの化学組成(%)
土eI FeOI Fe203~竺_I~~三 I~I旦[亘竺 Zn ¥ c 
65.86 i 3.37 I伺 41! 0.76 I 0.98 i 0.08 0.05 0.15 I 1.77 1 0.18 0.56 0お






粒¥長一 -7i水 分|海発分|固定炭素 j 灰 分
必~100 メッシュ 1 副 33臼 43臼 21倒
100~ 150" 1.29 40.04 50.56 8.11 
~150" 2.07 沼 29 40.08 25.56 
;fli結剤としては前報9)と同ーのピッチを 100メッシユ以下に粉砕して使用した。
以上3者の配合比はダストが高品位でありまたヘマタイト系のために結合酸素量が多いこ
とを考慮に入れ， 砂鉄の場合に最適とされた 80・20:3のほかにさらに 75:25: 3についても
実験し比較検討した。
製団法，焼成法は既報3)とまったく同じであり， 2，100 kg/cm2の静庄で 17mmX 17.4 mm 

































a) 1，150oC， 30 min 







b) 75: 25: 3 
焼成条件; 1，200oC， 30 min 
石炭粒度; 48~100 メッシユ
964 [l)中章彦・片山博
凶 1は石炭配合量 20%，石炭粒度 48-100メッシユのブリケットについて焼成温度の差
による変化を比較したもので， a)は 1，1500C，b)は 1，3000Cでともに 30min焼成した試料で
ある。 1，3000Cで焼成したブリケットはよく収縮し表面は黒灰色であるが， 1，150oCでは表面に
褐色部が散在し収縮が十分でない。
図 2は石炭配合量の差による変化を比較したもので， a)は 20%，b)は 25%配合であ







































以上の結果をみた場合， 48~100 メッシュおよび -150 メッシュの場合比較的激密なブリ
ケットが得られ， 中間粒の 100~150 メッシュの場合焼成崩壊したことは不円然、に感ぜ、られた
ので，これらを切断し内部の状況を観察した。図 4 はその写真である。 a) は 48~100 メッシ







a) 48~100 メッシュ石炭 b) 100~150 メッシュ石炭
図 4 焼成ブリケットの断面肉眼組織
















図-5 は 48~100 メッシュの石炭を 20% 配合したブリケットについて焼成温度別に還元反
応の進行を示したものである。 1，2500C以上の温度ではほぼ 15minまでに還元反応が終了し，
さらに長時間焼成しても還元度はわずかしか上昇しない。 1，2000C以下では 30minまでかなり
大きな還元度の上昇がみられ， 反応速度におよぼす温度の効果を示している。 しかし 30min 























20%配合の結果と比較して図 6に示す。 図にみるごとく，石炭を 25%配合したブリケット
の還元度は 20%配合より 5minの焼成では高値を示すものの， 15min前後で逆転し，さらに
長時間になるとわずかではあるが低くなっている。
次に石炭配合量の適否を知る目的で図 6の試料について残留炭素量を分析し， その結果
を図一7に示した。残官炭素量ははじめは急速に， 15 min 以後は徐々に減少し，還元反応の進
行にほぼ対応して変化している。石炭配合量の相違による変化をみると 25%配合では 1，250oC，
30 minの焼成条件において 5%近い炭素が残存し，明らかに過剰配合であることを物語って
いる。 20%配合の場合は当然前者よりかなり低い値であるが， 同一条件でなお約 1%残存し
(460) 













Jd !f. 3.陸皮 2









全鉄量i土焼成条件， 石炭配合量によって変化するが， 48-100メッシュ石炭を 20%配合



















































48~ 10メソ三ノユ /'1 
100卜一一 一 一 l一一
|タスト 厄決 ヒてソチ討し，










の2者を比較した結果を図 10に示す。いずれも石炭の配合量は 20%ラ焼成温度は 1，2500Cで
ある。 5min焼成では双方ほぼ同じ強度を示すが，その後の強度上昇は徴細石炭の方が非常に
(462) 
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(2) 焼成問の還元反応はきわめて急速に進み， 1，300oCでは 15miuで約 90%の還元度に
達する。また 1，2000Cでも多少反応の進行はおくれるがフ 60min以内に約 90%となる。
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